公開概要書
	受　付　日
	H27.10.11
	回答日
	H27.10.26
	担当課
	林業水産課

	意見等の内容
	　全国的には森林資源を有効活用するため、間伐材を砕いて固め、遊歩道に活用している事例がある。益田市では見たことがない。
　木質資源の有効活用、ゴミの減量化に効果があるのではないか。


	回答の内容
	・本市における森林資源の活用についは、主に製紙用チップや合板用、製材用に活用されております。

・これまで森林に放置されていた林地残材などについては、木質バイオマス燃料としての需要が新たに生まれており、中国電力三隅発電所での混焼発電の燃料としての活用や平成２７年７月に江津市において本格稼働した木質バイオマス発電所の燃料として発電・熱利用されており、梢端・枝条を含め、森林資源をあますことなく活用しております。

・間伐材チップなどを主材料とした木質舗装による木質資源の有効活用については、主に公園の遊歩道や一般道路の歩道舗装、都市部のヒートアイランド対策としての利用など、具体的な事例が数多く紹介されておりますが、本市では木質舗装による活用はしておりません。
・豊富にある森林資源の新たな活用方法として、木質舗装などによる森林資源の有効活用について、本市における木質舗装施工に係る各種課題や施工により期待できる効果を検証し、森林資源、木質バイオマス利活用のさらなる推進を図っていきたいと考えております。



